
八重山圏域で受けられる「がん治療」について令和３年度  第１回  石垣市移動献血予定

特定不妊治療費助成事業

　現在、日本では2人に1人ががんにかかる可能性が
あると言われており、全国どこでも質の高いがん治
療が受けられるように国が中心となり体制を整備し
ています。県立八重山病院は「地域がん診療病院」
に指定されており、その役割は、次のとおりです。
　① 専門的な知識・技能を持つ医師、医療従事者が
　　いる。
　② 抗がん剤を使った化学療法を提供できる。
　③ 緩和ケアチームがあり、緩和ケアが提供できる。
　④ がん相談支援センターを設置している。
　⑤ セカンドオピニオンを提供できる。

　県立八重山病院では、がん治療として手術、抗が
ん剤治療等による「化学療法」を行っており、「放
射線治療」に関しては、特別外来を設置し、沖縄本
島でがん治療が受けられるように拠点病院との連携
体制をとっています。また、「がん支援センター」
では、県立八重山病院に通院していない方、ご家族
の方への相談支援や情報提供も行っていますので、
ご利用ください。

　がん支援センター（地域連携センター内）
　電話  0980－87－5557

　沖縄県では子どもを望む夫婦の負担軽減を図るため、特定不妊治療に要した費用の一部を助成しています。

　・令和３年より助成額・助成回数ともに拡充されています。また、所得制限が撤廃され、
　　事実婚についても助成の対象となっています。
　・新型コロナウイルス感染防止のため治療を延期した場合、年齢要件が緩和されます。

　　妻の年齢が治療開始時点で43歳かつ令和３年度中に治療終了した場合、助成の対象となります。
　　ただし、所得制限の撤廃は適応外かつ、事実婚の方についても対象外となります。

■ 助成の内容
　 ●１回の治療につき上限30万円（一部治療については上限10万円）
　 ●特定不妊治療の過程で男性不妊治療を実施した場合、上記とは別に上限30万円

■ 助成対象
　 ①特定不妊治療以外の治療法では妊娠の見込みがない又は極めて少ないと診断された方
　 ②令和３年４月１日～令和４年３月31日の間に助成対象となる特定不妊治療を終了した方
　 ③夫婦のいずれか一方が沖縄県内（那覇市以外）に住所を有する方
　 ④治療開始日における妻の年齢が43歳未満である方

各種条件、必要書類については、ホームページまたは申請窓口へお問い合わせください。
■ 申請窓口　
　 沖縄県八重山保健所 地域保健班　電話 0980-82-3241
　 沖縄県ホームページ『沖縄県　不妊・不育　相談・支援制度』で検索

沖縄県不妊専門相談センターのご案内
医師や助産師など専門の相談員が不妊に関するご相談に応じます。
電話相談日時：水・木・金曜の 13：30から 16：30まで
　※年末年始、祝日を除く
電話 098-888-1176　e-mail：woman.h@oki-kango.or.jp
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